
会議録 

会議の名称 令和２年度第２回 西東京市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時      令和２年10月19日 午後２時から午後３時40分まで 

開 催 場 所      エコプラザ西東京（多目的スペース） 

出 席 者      【委員】山谷委員、楠田委員、福田委員、小早川委員、平山委員、澤野委

員、飯塚委員、一方井委員、根本委員、河上委員、渡部委員、田中委員、岩

﨑委員、島田委員、（欠席）鈴木委員 

【事務局】青柳部長、菱川課長、河合課長補佐、本多清掃係長、星川主査、

岩崎技能長、池内技能主任 

議 題      （1）一般廃棄物処理基本計画について 

（2）26市における廃棄物処理手数料について 

（3）その他 

会 議 資 料      

の 名 称  

資料１ 一般廃棄物処理基本計画 目標達成状況 

資料２ 東京都26市家庭ごみ有料化の実施状況 

記 録 方 法      □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

（発言内容等） 

１ 会長から開会の挨拶 

２ 議題 

（1）一般廃棄物処理基本計画について 

 （2）26市における廃棄物処理手数料について 

  （3）その他 

第１回会議にてご意見をいただいた資源物集積所跡地の活用方法について、取り

まとめたものを配付いたしました。これを参考に、市有地の考え方をまとめていき

ます。また、今後、私有地の活用方法は、市民へ情報提供を行います。 

 

次回会議は、11月16日（月）午後２時から本日と同会場にて開催します。 

 



（委員からの主な意見等） 

議題（1）一般廃棄物処理基本計画について 

 

委 員：計画の評価をするにあたり、全体の収支金額があると参考になると思います。 

     

会 長：現在は、紙の排出量で特に新聞紙が減少しており、全国的に資源化率が下がってい

ます。 

 

委 員：基本計画の作り方として、現計画では、平成27年度の実績を基準にしていますの

で、その数値を資料に掲載した方が良いかと思います。次の計画では令和２年度の

実績を基準にすることになりますが、この年度がコロナ禍の特殊な年なので、それ

を使うのか素朴に疑問に思います。 

 

事務局：令和２年度の排出量が落ち着いてきていますが、新型コロナウイルスの影響で今後

どう変化するのか予想がつかないため、策定にあたっては支援事業者であるコンサ

ルや柳泉園組合、その構成市とも調整が必要になります。 

 

委 員：排出量の予測がつかない中で、コンサルに入ってもらい、改めて違う数値が目標値

として必要なのではないのかと思います。 

 

委 員：小型家電について、どのような品目で処理費が掛かるのか、そして処理業者と柳泉

園組合に支払う経費は、どちらが高いですか。 

 

事務局：柳泉園組合へ搬入する場合の経費は現時点では計算しておりませんが、小型家電の

処理業者に引き取ってもらうためには、かつては無料であったものが有料になり、

今後は処理単価が上昇していくことも想定されます。 今後、見直しの検討が必要

ではないかと考えております。 

 

委 員：処理業者が引き取れない物はありますか。 

 

事務局：処理業者が引き取れない物を禁忌品と言いますが、プラスチック主体の物、足のマ

ッサージ機のような布が主体の物、スピーカーのような木材が主体の物になりま

す。それらは柳泉園組合へ搬入しております。 

 

議題（2）26市における廃棄物処理手数料について 

       

会 長：家庭ごみの有料化について、多摩地域では、17市が１リットルあたり２円の処理手

数料を市民から徴収しています。 

 

委 員：八王子市や三鷹市は、ごみの排出量が増えると手数料が上昇する逓増型になってお

り、大量のごみを出さない手数料設定にしていますが、必ずしも減量になってはい

ません。 

 

委 員：できるだけ小さいごみ袋で出したいと思いますが、時々40リットルの袋で出す物が

ありますが、その時に１枚で手に入ると良いと思います。 

 



事務局：周知不足で申し訳ありませんが、田無庁舎の売店で可燃・不燃ごみ兼用袋の40リッ

トル（大袋）だけを１枚単位で取り扱っております。 

 

委 員：プラスチック容器包装類の指定袋で、５リットルサイズを作るような見直しは考え

ていますか。 

 

事務局：プラスチック容器包装類の袋は、小さい物の要望はありませんし、きれいにしてあ

りますので、家にためておいても支障はないと考えております。当市の可燃・不燃

ごみ用の袋は、兼用になっておりまして、収集員も排出日が違えば間違えることは

ありません。取り扱う店舗にも、できるだけ種類が少なく手間がかからないように

配慮しております。 

 

会 長：多摩地域では、排出原単位を毎年１％ほど削減していこうというのが、各市の共通

の目標になっています。 

 

委 員：どこからどうやって目標値を決めたのかが分からないと、良いのか悪いのかが分か

りません。コロナ禍でごみ量が変わってきていると思いますが、傾向が分かれば教

えていただきたいです。 

 

事務局：新型コロナウイルスの影響で、ごみも資源物も10％程度増えております。４～９月

の対前年度比で、可燃ごみが約400トン、資源物で約100トン増えております。ただ

し、ごみ排出量は、事業系ごみが約450トン減少しているため、全体では大きく変

わっておりません。 

 

委 員：中国市場の影響もあり、収集量の上下変動もありますので、少しでも先をどう読む

のかが議論の焦点ではないかと思います。 

  

委 員：個人的に思っていることですが、ごみ減量のために指定袋の手数料を高くしても良

いのではという市民もいるのではないかと思います。初めはバッシングがあるかも

しれませんが、慣れてきます。今後のことを考えると、高くすることがごみの減量

には一番効果があると思います。市民が負担し合うことも良いのではないかと思い

ます。大きい袋を少し安くすることで、小さい袋に詰め込んで、収集時に破れるこ

とがなくなり、安全に収集作業もできるのではないかと思います。そうやってバラ

ンスの取るのも良いのではないかと思います。現行で行っている生活が苦しい世帯

への支援は、今後も継続して必要だと思います。 

 

会 長：西東京市のごみがどこで処理されているかと考えますと、柳泉園組合という他市に

ある施設になり、他市に負担を掛けているという認識は必要であると思います。当

市の市民として、当市が負担を掛けている地域よりも経済的な負担が軽いというの

は申し訳ないと思います。その点をきちんと捉える必要があると思います。 

 

委 員：ごみ袋が有料になった時のとても高いと感じたことや手数料が引き下げられた時の

ことも覚えています。他市の手数料を見て、当市は低額だったと気が付きました。

手数料が低いということだけでなく、市民の意識が変わるような働きかけや手数料

設定が必要ではないかと感じました。可燃・不燃ごみ兼用袋の大袋の１枚からの取

扱いも、周知されていくと良いかと思います。 



 

委 員：私も今の話を聞き、改めて他市のお世話になっていることを実感し、処理場がある

ことで周辺住民の方が負担になっている部分も多いと思いますので、できる限りの

ことをしていきたいと思いました。 

 

委 員：今は時期的に無理かもしれませんが、市民も柳泉園組合や最終処分場を見学した方

が良いのではないかと思います。 

 

委 員：７月にレジ袋が有料化になったことで、収集に変化が見られましたか。 

 

事務局：今のところ変化はありません。今までストックしているレジ袋などを使用している

と思われます。来年度の一般廃棄物処理基本計画改定の参考にするため、９月から

戸建て住宅、小規模集合住宅、中規模集合住宅に分けてごみ質の組成分析を行って

おります。生ごみを出す時に、レジ袋やスーパー等で食品を入れる薄いビニール袋

の使用が見られます。ただし、レジ袋を辞退されている方が増えていると思います

ので、今後、徐々に減っていくかもしれません。 

 

委 員：西東京市は恵まれていたと感じました。処分場がある地域にどれだけ配慮できるか

は重要なことですし、支援が必要な世帯への体制も整っているものと感じました。 

 

委 員：事業系ごみを出していますが、ごみは少なくなっています。目に見えて経費が少な

くなっていますが、それだけ商売が悪化しているということです。事業系ごみが増

えることは、費用負担も増えることになりますので、できるだけ減量する努力をし

ています。 

 

委 員：指定袋の手数料を改定する場合は、他市に配慮しなければいけない等の理由や収支

を明確に示した方が良いと思います。 

 

会 長：指定袋の手数料を改定する場合は、当然、どのような経費にあてるのかを説明する

必要があります。 

 

委 員：この議題で話すことかどうかですが、防災の取り組みに関わっており、災害時に避

難所を開設した時のごみの分別をどうしたら良いのかが話題になりました。 

 

会 長：この点については、今後の会議で災害廃棄物処理計画を取り上げますので、その時

に話したいと思います。 

 

事務局：今回は、現行の一般廃棄物処理基本計画の評価・検証をしていただき、特に議題２

では最も効果がある取り組みの一つとして有料化を取り上げてご意見をいただきま

した。有料化の実施以降、約20％のごみ減量が図られました。ここまでごみの減量

化が進んでおり、これから大きな減量効果を得るのが難しいところですが、計画改

定にあたりどのようなことが目標になるのか、今後のプラスチックごみの処理も含

めて、方向性を検討していきたいと思います。有料化の本来の目的は何かにも立ち

返りつつ、来年度の計画改定のご議論をいただければと考えております。 

     

 


